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　アジアにおけるイネ生産向上のためには，収量ポテンシャルのさらなる改良が求められている．しかし，1960
年代の IR8 の登場以来，収量ポテンシャルを大きく上回る品種はいまだ育成されていない．現在，イネゲノムの

解析の進展にともない，多くの量的形質の遺伝子座が連鎖地図にマッピングされ，分子マーカーを用いた選抜に

よる効率的な育種が可能になってきた．本研究は，収量ポテンシャルの支配形質として出穂期直前の群落生産能

力と気孔コンダクタンスに着目し，これらに関係する幾つかの収量関連形質の量的遺伝子座を明らかにし，今後

の分子マ－カ－を用いた効率的育種に資することを目的とした．

　まず，新旧のインド型および日本型品種を含む水稲品種の栽培試験により，タカナリおよび密陽 23 号が高い

収量ポテンシャルを有することを確認するとともに，成長解析の結果から収量の品種間差異は穂孕み期（出穂前

2 週間）の個体群成長速度（CGR）と高い相関をもつことを明らかにした（業績 1）．タカナリおよび密陽 23 号

は，穂孕み期頃の成長速度が高いことにより，籾数形成に優れ，同時期の茎葉部非構造性炭水化物の蓄積も多い

ことが，高い収量ポテンシャルをもたらした（業績 1）．このような穂孕み期頃の CGR に品種間差異をもたらす

要因としての水稲群落の拡散コンダクタンス（1 / rc）に着目し，群落条件での評価法を開発した（業績 2）．すな

わち，リモートセンシング技術（熱画像による葉面温度の遠隔測定）と熱収支モデルを組み合わせることで，生

殖成長期後半の 1 / rc を圃場条件で迅速に推定することを可能にした．業績 1 と同じ品種を対象に測定した結果，

穂孕み期の 1 / rc と CGR との間には，品種間で高い相関があり，収量とも密接な関係があった．従って，タカナ

リおよび密陽 23 号は穂孕み期の高い 1 / rc を介して優れた光合成活性を持つことによって高い収量を達成してい

ることが明らかになった．そして，1 / rc の基礎となる気孔コンダクタンスが収量性の重要な支配形質の 1 つであ

ることを指摘した（業績 2）．
　次に，フィリピンの国際イネ研究所で，密陽 23 号とアキヒカリを両親とする組換え近交系（RILs）を用いて

収量性関連形質に関わる遺伝子座の検出を試みた．その結果，気孔コンダクタンスを反映するとされる炭素同位

体分別（⊿）値については染色体上に 7 つ，一穂当たり籾数については 6 つ，稈および葉鞘への NSC の蓄積に

ついては 6 つ，そして NSC の穂への再転流については 5 つの QTL をそれぞれ検出した．気孔コンダクタンスの

改良に直接つながる QTL は見出されなかったものの，両親系統の光合成特性の解析から，⊿値は，他の関連形

質と組合せて評価することで，気孔コンダクタンスの遺伝分析のための有効な評価指標になり得ることを示した

（業績 3）．また，第 8 染色体上に検出された穂への再転流に関わる QTL は，登熟歩合を高める効果を有するこ

とが示唆され，収量性を高めるのに非常に有効な QTL の 1 つと考えられた（業績 4）．
　上述した QTL の検出から，1 つの遺伝子の効果として QTL を同定するためには，RILs の分析だけでは不十分

であり，QTL の同定・単離およびそれらの集積のための染色体断片置換系統群（CSSLs）と準同質遺伝子系統

（NIL）の利用が有効である．そこで，収量ポテンシャル向上の研究に活用できる材料としての CSSLs の作成に

取り組んできており，現在までのところ，品種コシヒカリ（反復親）とインド型品種 Nona Bokra を供試親とす

る CSSL44 系統を作成し公表した（業績 5）．
　作物の生産性改良に向けて，分子生物学的手法を駆使した生理学・遺伝学と圃場に立脚した作物研究との協働

の必要性がしばしば言及される．しかし，現在までのところ，生理学的知見が作物の生産性向上を目指した育種

に利用された例は非常に少ない．これを推し進めるには，作物学の側からは，作物の生産機能の向上に具体的に

寄与する生理形質を究明すること，およびその遺伝的改良の可能性の見通しを明らかにすることが求められよう．

本研究は，従来の成長解析に加えてリモートセンシングや QTL 解析といった手法を用いることによってイネの

多収性育種に資する重要形質の同定，その評価方法の開発，ならびに遺伝要因の解明に取り組もうしたものであ

る．本研究は初歩的にせよ先駆的な成果を挙げた点が高く評価される．
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